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ERL の電子ビーム特性（エミッタンス、平均電流）は、電子銃の性能で制限されることか

ら、電子銃はERLにおける最重要の開発要素の一つである。5｠GeV級のERL放射光源で10｠keV

の硬 X 線を発生するとき、十分な空間コヒーレンスを得るのに必要な規格化エミッタンス

は 0.1｠mm-mrad である。これまでの設計研究から、500｠kV の DC 電子銃と NEA 半導体光陰極

を組み合わせることで、このような電子ビームの発生が可能であることが示されている[1]。

しかしながら、500｠kV の電圧で大電流電子ビームを発生する電子銃は、これまで存在して

おらず、この実用化には解決すべき多くの課題がある。｠

われわれは、原子力機構 FEL で経験のある 250｠kV の DC 電子銃をベースにして 50｠mA の

ビーム電流を発生できる ERL 用電子銃の研究開発を行い、光陰極の最適動作および大電流

化に必要な知見を得た後に、500｠kV 電子銃の製作に入ることとした。これまでに、250｠kV

電子銃の設計製作をほぼ完了し、高電圧印加試験、真空試験、カソード調製・移送試験等

を終えた。エミッタンス補償用のソレノイド磁石、光陰極駆動用のレーザ導入機構の製作

も完了した[2]。2007 年 12 月には、NEA-GaAs から光電子引き出しに成功した。今後、いく

つかの改良を施した後、本格的なビーム試験に入る予定である。ビーム試験では、ダブル

スリットによるエミッタンス測定、偏向空洞による時間波形測定などを準備している。実

際の運転条件下における光陰極の量子効率、寿命の評価も重要な試験項目である。｠

500｠kV 電子銃に向けて解決すべき最大の課題は、500｠kV｠–DC｠印加に耐えるセラミック

管の開発である。ERL 放射光源用の電子銃開発で先行するコーネル大学でも二種類のセラミ

ック管を試作しているが仕様を完全に満たす結果は得られていない。われわれは、KEK、広

島大学の協力を得て、500｠kV 用セラミックの試作を 2008 年度に実施する。コーネル大学と

は異なるセラミック管を試作する予定で

ある。｠
｠
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